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親
鳴
の
弥
陀
仏
土
理
解
に
つ
い
て
最
も
よ
く
窺
え
る
の
が
『
教
行
信
証
』
第

五
巻
で
あ
る
。
真
仏
土
巻
は
、
巻
頭
・
巻
尾
の
御
自
釈
に
挟
ま
れ
る
形
で
、
主

に
『
大
経
』
・
『
浬
繋
経
』
・
曇
矯
・
善
導
の
引
用
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

曇
綿
引
文
は
『
教
行
信
証
』
に
多
く
引
用
さ
れ
る
が
、
親
嬬
以
前
の
時
代
に
多

く
引
用
し
た
の
は
道
縛
や
隆
寛
に
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
真
仏
土

巻
に
お
け
る
曇
鶏
引
文
を
中
心
に
、
そ
の
引
用
意
図
を
通
し
て
親
鳴
の
弥
陀
仏

土
理
解
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

先
ず
、
親
婚
に
影
響
し
た
弥
陀
仏
土
論
を
考
察
し
、
そ
の
思
想
的
背
景
と
し

て
捉
え
る
。
続
い
て
『
教
行
信
証
』
内
に
お
け
る
真
仏
土
巻
の
位
置
付
け
を
把

握
す
る
。
更
に
、
『
教
行
信
証
』
唯
一
の
親
鱒
真
筆
・
坂
東
本
に
お
け
る
引
文

の
収
集
と
配
置
の
様
相
に
つ
い
て
、
真
仏
土
巻
曇
鳴
引
文
周
辺
を
中
心
に
考
察

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
親
鷲
の
弥
陀
仏
土
に
対
す
る
見
解
の
形
成
過
程
や
、

そ
の
変
化
の
様
子
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

親
鵠
聖
人
と
弥
陀
仏
土

冨

信

海

島

本

論

第
一
章

弥
陀
仏
土
論
の
相
承

『
教
行
信
鉦
』
に
は
、
『
無
量
寿
経
』
、
曇
鵜
『
往
生
論
註
』
、
普
導
『
観
経

疏
』
の
三
書
が
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
こ
れ
は
真
仏
土
巻
引
文
の
主
た
る
構
成
要

素
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
、
弥
陀
仏
土
論
の
展
開
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

初
め
に
、
『
無
量
寿
経
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
三
点

が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
修
行
に
報
い
て
成
立
し
た
弥
陀

仏
土
に
つ
い
て
、
「
法
蔵
菩
薩
今
巳
成
仏
現
在
西
方
去
此
十
万
億
剃
其
仏
世
界

名
目
安
楽
」
(
『
大
正
蔵
』
一
二
・
ニ
七
O
上
)
と
あ
り
、
西
方
を
方
処
と
し
て
、

身
に
苦
難
が
な
く
、
た
だ
楽
を
受
け
る
と
い
う
意
の
「
安
楽
」
等
の
語
を
仏
土

名
と
す
る
。
第
二
に
、
弥
陀
仏
土
の
荘
厳
の
具
体
的
成
就
相
を
詳
し
く
示
し
、

七
宝
に
満
ち
た
地
・
池
・
楽
音
・
樹
・
講
堂
等
の
国
土
の
荘
厳
相
が
説
か
れ
、

光
明
に
満
ち
た
世
界
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
其
仏
国
土

八



清
浄
安
穏
微
妙
快
楽
次
於
無
為
泥
垣
之
道
L

(

『
大
正
蔵
』
=
了
二
七
一
下
)
等

と
あ
る
。
第
三
に
、
三
輩
段
で
は
、
上
・
中
・
下
輩
に
共
通
す
る
往
生
の
因
と

し
て
「
念
無
量
寿
仏
」
が
挙
げ
ら
れ
、
臨
終
に
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
仏
や
化
仏

の
来
迎
引
接
、
夢
中
に
見
仏
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
旬
。
ま
た
、
胎

化
段
で
は
、
修
諸
功
徳
・
修
諸
善
本
の
者
は
弥
陀
仏
土
に
往
生
す
る
と
雷
う
が
、

こ
れ
は
仏
智
疑
惑
に
よ
っ
て
三
宝
を
見
聞
で
き
な
い
宮
殿
に
五
百
年
留
ま
る
胎

生
で
あ
り
、
一
方
、
仏
智
を
明
ら
か
に
信
ず
る
者
は
信
心
回
向
す
れ
ば
安
楽
国

土
の
七
宝
蓮
華
の
中
に
自
然
に
化
生
し
、
忽
ち
緒
菩
薩
の
様
に
身
相
光
明
・
智

慧
功
徳
を
具
足
成
就
す
る
と
雷
、
功
。

次
に
、
曇
鷲
は
天
親
『
浄
土
論
』
の
偏
文
を
五
念
門
に
配
当
し
て
註
釈
す
る

中
、
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
言
及
し
、
守
安
楽
」
や
「
待
土
」
の
器
開
を
用
い
て
弥

陀
仏
土
を
示
す
。
天
親
造
の
『
静
土
諭
』
は
観
察
門
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
三

厳
二
十
九
種
が
広
く
説
か
れ
る
が
、
曇
舗
網
は
『
論
註
』
上
巻
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
を
法
蔵
書
薩
の
発
願
に
よ
る
諸
相
の
成
立
過
程
と
解
釈
し
、
下
巻
の
観
察
体

相
章
で
は
そ
の
成
就
相
を
述
べ
た
。
ま
た
、
浄
入
願
心
章
で
は
、
三
種
荘
厳
は

法
蔵
菩
隆
の
清
浄
願
心
に
よ
っ
て
成
就
し
た
相
で
あ
る
と
い
い
、
広
相
の
三
厳

二
十
九
種
と
略
相
の
入
一
法
句
が
相
入
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
法
性
と
方
便
の

二
種
法
身
の
由
生
自
由
関
係
に
よ
っ
て
説
明
し
、
更
に
一
法
・
清
浄
・
真
実
智

慧
無
為
法
身
の
三
句
は
展
転
相
入
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
こ
の
広
略
相
入
に
つ

い
て
は
、
道
縛
『
安
楽
集
』
に
引
用
・
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
浄
土
論
』

長
行
の
入
第
四
門
に
、
静
土
に
入
る
と
法
味
楽
を
受
け
る
と
言
う
が
、
こ
の

寸
楽
」
に
つ
い
て
は
、
『
論
註
』
下
巻
の
名
義
摂
対
章
で
、
楽
三
種
の
う
ち
第
三

八
四
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に
智
慧
所
生
の
法
楽
楽
を
挙
げ
、
利
行
満
足
章
で
は
『
種
種
法
味
鍵
L

に
つ
い

て
、
清
待
味
・
摂
受
衆
生
大
乗
味
・
畢
寛
住
持
不
虚
作
味
・
類
事
起
行
額
取
仏

@
 

土
味
の
四
種
に
釈
し
て
い
る
。
尚
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偏
』
(
以
下
、
『
讃
偏
』
と
略

す
)
で
は
、
弥
陀
仏
土
を
「
安
楽
」
「
阿
弥
陀
棒
土
」
等
と
示
し
、
仏
・
菩

薩
・
国
土
の
願
に
荘
戯
功
徳
を
讃
嘆
し
、
最
後
に
龍
樹
讃
と
曇
鱒
の
自
督
を
述

べ
る
。
国
土
荘
厳
で
は
、

妙
土
広
大
趨
数
限

自
然
七
宝
所
合
成

仏
本
願
力
荘
般
起

稽
首
清
浄

大
摂
受

世

界

光

曜

妙

殊

絶

自

利

利

他

力

円

満

巧

荘

厳

(

『

大

正

蔵

』

四

七

・

四

二

三

上

)

と
し
て
、
広
大
な
る
安
柴
国
土
の
荘
厳
は
阿
弥
陀
仏
の
本
顧
力
よ
り
起
こ
り
、

自
利
利
他
円
満
し
た
方
便
巧
荘
雌
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
以
下
、
司
無
量
寿
経
』

に
基
づ
い
て
宝
地
・
道
場
樹
等
を
讃
じ
て
い
る
。
ま
た
、
曇
鷲
撰
と
さ
れ
る

『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
で
も
弥
陀
仏
土
に
つ
い
て
の
説
示
が
あ
旬
。

次
に
、
善
導
は
、
階
・
唐
代
の
仏
土
論
を
受
け
て
弥
陀
仏
土
に
対
す
る
見
解

を
示
し
た
。
梁
・
真
諦
等
の
訳
経
以
後
、
三
身
説
を
中
心
と
す
る
仏
土
分
類
や

弥
陀
仏
土
の
判
定
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
仏
土
分
類
の
鴨
矢
た
る
浄
影
寺
慈
逮

等
の
聖
道
諸
師
は
凡
夫
の
往
生
可
能
な
弥
陀
仏
土
を
低
位
に
判
じ
て
応
土
と
す

る
説
を
提
唱
し
、
ま
た
、
摂
論
家
と
呼
ば
れ
る
者
は
、
無
著
『
摂
大
乗
論
』
や

世
親
『
摂
大
乗
諭
釈
』
に
基
づ
い
て
『
観
経
』
下
下
品
の
十
念
往
生
を
方
便
視

@
 

し
、
凡
夫
の
即
時
往
生
を
否
定
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
道
縛
は
態
遠
の
説
を

批
判
し
て
弥
陀
報
土
説
を
述
匂
、
こ
れ
を
承
け
た
善
一
導
は
、
守
玄
義
分
」
和
会

適
悦
宴
安
無
四
時

帰
命
方
便



門
に
お
い
て
九
品
の
階
位
と
別
時
意
趣
に
つ
い
て
全
通
し
た
の
ち
、
二
乗
種
不

生
に
於
い
て
、
『
大
経
』
第
十
八
願
等
に
依
っ
て
弥
陀
仏
土
の
成
立
と
本
質
を

述
べ
る
こ
と
で
弥
陀
報
土
説
と
五
乗
斉
入
の
凡
夫
人
報
を
立
証
し
た
。
先
ず
、

阿
弥
陀
仏
は
「
報
」
か
「
化
」
か
と
い
う
聞
い
を
立
て
、
「
是
報
非
化
」
と
判

じ
る
。
道
縛
の
挙
げ
た
『
大
乗
同
性
経
』
で
『
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
是
報
仏
報

土
」
と
し
た
上
で
、
『
大
経
』
第
十
八
願
に
注
目
し
て
本
願
に
報
い
た
土
で
あ

る
こ
と
、
『
観
経
』
で
化
仏
を
伴
っ
て
臨
終
来
迎
す
る
阿
弥
陀
仏
を
報
で
あ
る

と
し
、
ま
た
報
と
応
の
二
身
は
翻
訳
の
前
後
に
よ
る
限
目
の
興
名
で
あ
る
と
述

べ
る
。
更
に
、
『
大
経
』
第
十
八
願
に
よ
っ
て
仏
願
力
を
強
縁
と
し
て
五
乗
が

斉
し
く
報
土
に
入
る
こ
と
を
述
べ
、
凡
夫
人
報
を
証
明
し
た
。
ま
た
、
「
序
分

義
」
に
も
弥
陀
仏
土
は
四
十
八
願
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
事
を
明
か
凶
、
『
法
事

讃
』
で
は
「
自
然
即
是
弥
陀
国
L

と
し
て
無
漏
無
生
に
し
て
真
で
あ
る
こ
と
、

「
極
楽
無
為
浬
操
界
」
と
し
て
混
繋
界
で
生
じ
難
い
こ
と
か
ら
釈
尊
が
弥
陀
を

専
ら
に
念
ず
べ
き
こ
と
を
示
し
句
。

以
上
は
印
度
・
中
国
に
お
け
る
仏
土
論
の
展
開
で
あ
る
が
、
親
鵜
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、

源
信
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
問
答
料
簡
・
極
楽
依
正
で
天
台
智
顕
や
棒
影

寺
態
遠
の
説
を
挙
げ
つ
つ
、
道
一
縛
説
を
継
承
し
た
こ
と
が
窺
初
、
同
じ
く
往
生

階
位
で
は
、
『
菩
隆
盛
胎
経
』
の
「
悌
慢
界
」
に
つ
い
て
、
懐
感
『
群
捷
諭
』

の
釈
を
基
に
報
化
二
土
を
弁
立
し
て
雑
修
に
よ
る
執
心
不
牢
を
誠
め
句
。
一
方
、

法
然
は
善
導
説
に
依
拠
し
、
『
選
択
集
』
本
願
章
に
は
弥
陀
仏
土
は
本
願
の
所

成
で
、
専
修
念
仏
を
以
て
往
生
の
行
と
な
す
土
で
あ
る
と
述
べ
て
い
い

親
鵠
聖
人
と
弥
陀
仏
土

こ
の
よ
う
に
、
『
無
量
寿
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
弥
陀
仏
土
の
経
説
等
を

基
点
と
し
て
、
極
楽
浄
土
の
成
立
と
荘
厳
相
、
広
略
相
入
、
弥
陀
報
土
の
立
証

へ
と
弥
陀
仏
土
論
の
中
心
点
は
変
遷
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
親

婦
の
見
解
が
形
成
さ
れ
た
。

先
ず
、
経
典
上
の
弥
陀
仏
土
の
解
釈
に
つ
い
て
、
『
教
行
信
証
』
行
巻
「
正

信
念
仏
偶
」
前
半
の
依
経
段
に
は
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
と
長
劫
の
修
行
に
よ
る

@
 

浄
土
の
建
立
が
示
さ
れ
る
。
『
浄
土
和
讃
』
で
は
、
初
め
に
讃
弥
陀
偶
讃
を
置

き
、
続
く
大
経
識
に
は
、
至
心
信
楽
欲
生
の
三
心
は
真
実
報
土
の
因
と
な
り
、

仏
智
不
思
議
を
疑
う
と
辺
地
榔
慢
に
と
ま
る
と
い
い
、
こ
の
真
実
報
土
を
「
自

然
の
浄
土
」
と
示
ム
ザ
観
経
讃
に
は
、
浄
土
の
機
一
臓
が
熟
し
て
釈
尊
が
安
楽
世

@
 

界
を
遊
ば
せ
た
と
言
う
。
諸
経
讃
で
は
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
法
身
が
無
礎
光

仏
と
称
し
て
安
養
界
に
影
現
す
る
と
言
い
、
『
浬
繋
経
』
に
よ
っ
て
平
等
心
を

得
る
を
一
子
地
と
い
い
、
一
子
地
を
仏
性
と
名
付
け
て
安
養
界
に
至
っ
て
悟
る

こ
と
、
加
来
は
湿
鑓
で
あ
り
浬
鍵
を
仏
性
と
名
付
け
、
凡
地
で
は
悟
れ
ず
安
養

⑪
 

界
で
証
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、
安
養
と
は

弥
陀
を
讃
じ
た
言
葉
で
、
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
本
願
の
実
報
土
に
生
ま
れ
る
こ

と
に
疑
い
な
け
れ
ば
往
き
易
い
と
言
、
市
。

弥
陀
仏
土
論
に
つ
い
て
は
、
「
正
信
念
仏
偶
」
依
釈
段
龍
樹
識
に
『
証
歓
喜

地
生
安
楽
」
、
天
親
讃
に
「
得
至
蓮
華
蔵
世
界
」
、
皿
耳
鳴
識
に
「
報
土
因
果
顕
響

願
」
「
必
至
無
量
光
明
土
」
、
道
縛
識
に
「
至
安
養
界
証
妙
果
」
、
源
信
讃
に

「
偏
帰
安
養
勧
一
切
」
「
報
化
二
土
正
弁
立
」
、
源
空
讃
に
「
速
入
寂
常
無
為

楽
」
、
と
弥
陀
仏
土
を
指
す
語
を
示
し
つ
つ
、
報
土
に
至
っ
て
証
果
を
得
る
こ

八
五



と
が
示
さ
れ
旬
。
善
導
讃
に
弥
陀
仏
土
を
示
す
語
は
な
い
が
、
『
入
出
二
門
偏
』

で
は
寸
到
安
楽
土
必
自
然
即
証
法
性
之
常
楽
」
(
『
真
聖
全
』
二
・
四
八
四
頁
)

と
し
て
い
る
。
『
高
僧
和
讃
』
で
は
、
天
親
識
に
安
養
荘
厳
は
唯
仏
与
仏
の
知

見
で
あ
っ
て
、
究
覚
せ
る
こ
と
虚
空
に
し
て
広
大
に
し
て
辺
際
な
い
世
界
で
あ

り
、
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
報
土
に
至
っ
て
速
や
か
に
無
上
湿
鍵
を
証
し
、
大
悲

@
 

を
お
こ
し
て
こ
れ
を
図
向
と
名
付
け
る
と
讃
ず
る
。
曇
錦
識
に
、
一
切
道
俗
は

安
楽
を
除
い
て
帰
す
べ
き
と
こ
ろ
な
く
、
安
楽
仏
国
に
生
ず
る
こ
と
は
畢
寛
成

仏
の
道
路
で
、
安
楽
仏
国
に
い
た
る
に
は
名
号
と
真
実
信
心
ひ
と
つ
に
て
無
別

@
 

道
故
と
説
い
た
こ
と
を
讃
ず
る
。
善
導
讃
に
、
願
力
成
就
の
報
土
に
は
加
来
の

弘
審
に
乗
じ
て
到
る
と
し
、
弥
陀
仏
土
を
『
自
然
の
浄
土
」
「
浄
土
無
為
」
と

し
て
、
「
念
仏
成
仏
自
然
な
り
自
然
は
す
な
は
ち
報
土
な
り
」
と
讃
向
。
源

信
誠
に
、
専
雑
を
定
め
て
「
報
化
二
土
」
と
し
て
「
報
の
浄
土
」
の
往
生
は
多

く
な
い
と
し
て
、
億
に
弥
陀
を
称
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
述
べ
た
と
識
ず
旬
。

な
お
、
道
縛
讃
や
源
空
讃
に
は
直
接
弥
陀
仏
土
を
指
示
す
る
語
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
は
『
法
事
讃
』
の
「
極
楽
無
為
浬
繋
界
L

に
つ

い
て
、
「
極
楽
」
と
は
安
楽
浄
土
で
、
『
鉱
山
量
寿
経
』
等
に
基
づ
い
て
「
よ
ろ
ず

の
た
の
し
み
つ
ね
に
し
て
く
る
し
み
ま
じ
は
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
、
『
讃
偏
』

と
同
じ
く
曇
穂
は
『
安
養
」
と
ほ
め
た
こ
と
を
述
べ
、
『
浄
土
論
』
に
は
『
蓮

華
蔵
世
界
」
と
雷
い
、
ま
た
「
無
為
」
と
も
言
う
と
述
べ
る
。
ま
た
「
混
鑓

界
」
に
つ
い
て
は
無
明
の
惑
い
を
ひ
る
が
え
し
て
無
上
覚
を
き
と
る
こ
と
で
、

@
 

「
界
」
と
は
悟
り
を
聞
く
境
界
で
あ
る
と
言
う
。
安
楽
滞
土
は
苦
が
な
く
諸
楽

の
み
受
け
る
安
養
界
で
あ
り
、
自
然
無
為
の
湿
繋
界
で
あ
っ
た
。

八
六

一
方
、
仏
土
理
解
の
枠
組
み
と
し
て
は
、
『
末
灯
捗
』
第
八
通
に
、
法
然
の

J
W
土
宗
大
意
」
に
お
け
る
法
身
土
・
報
身
土
・
応
身
土
・
化
身
土
の
四
土
説

@
 

を
継
承
し
、
安
楽
浄
土
は
報
土
で
あ
る
と
す
る
。
『
愚
禿
紗
』
巻
上
で
は
、
先

ず
仏
土
を
仏
と
土
に
分
け
、
土
に
つ
い
て
法
身
土
・
報
身
土
・
応
身
土
・
化
身

土
に
四
分
し
、
さ
ら
に
報
土
を
弥
陀
・
釈
迦
・
十
方
の
三
種
に
、
弥
陀
化
土
を

@
 

疑
繊
胎
宮
と
慨
慢
辺
地
の
二
種
に
分
類
す
る
。
弥
陀
に
つ
い
て
抽
出
す
る
と
、

報
身
土
た
る
弥
陀
仏
土
は
真
土
と
化
土
に
分
か
れ
、
後
者
に
つ
い
て
疑
城
胎
宮

と
慨
慢
辺
地
の
二
土
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
真
土
は
、

3
ニ
経
往
生
文
類
』
の

大
経
往
生
の
真
実
報
土
に
当
た
り
、
他
方
、
疑
城
胎
宮
は
小
経
往
生
に
引
用
さ

れ
た
『
無
量
寿
経
』
第
二
十
願
成
就
文
、
悌
慢
辺
地
は
観
経
往
生
に
引
用
さ
れ

た
『
無
量
寿
経
』
道
場
樹
願
成
就
文
や
『
往
生
要
集
』
往
生
階
位
の
文
が
該
当

@
 

す
る
。こ

の
よ
う
に
、
親
鴇
は
法
然
に
倣
っ
て
仏
土
を
四
種
に
分
類
し
、
弥
陀
仏
土

を
四
十
八
願
に
報
い
た
土
と
す
る
。
「
四
十
八
願
荘
厳
浄
土
」
は
普
導
・
源

信
・
源
空
等
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
親
縛
は
更
に
『
無
量
寿
経
』
胎
化
段

に
よ
っ
て
胎
生
・
化
生
を
分
別
し
、
生
困
三
願
の
真
仮
と
相
応
し
て
、
難
思

議
・
双
樹
林
下
・
難
思
の
各
往
生
に
即
し
て
、
第
十
八
願
に
よ
る
化
生
の
真
実

報
土
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
に
よ
る
胎
生
の
方
便
化
土
の
二
つ
に
分
化
し
た
。

真
実
報
土
は
、
自
然
の
待
土
で
あ
り
、
偏
に
念
仏
し
て
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば

『
大
経
』
第
十
八
願
の
信
心
を
因
と
し
て
本
願
所
成
の
真
実
報
土
に
生
じ
て
速

や
か
に
仏
性
・
浬
擦
の
妙
果
を
証
す
る
と
言
う
。
一
方
、
仏
智
疑
惑
に
し
て
修

諸
功
徳
・
修
諸
徳
本
の
者
は
慨
慢
辺
地
に
留
ま
る
と
言
う
。
こ
れ
は
源
信
の
報



化
二
土
か
ら
報
中
垂
化
に
発
展
し
た
も
の
で
、
同
じ
く
『
愚
禿
紗
』
巻
上
に
教

法
に
つ
い
て
「
報
化
ニ
土
対
L

と
す
る
の
と
同
様
で
あ
い

以
上
の
事
か
ら
、
経
説
や
師
釈
を
基
に
し
て
、
親
婚
は
、

①
『
無
量
寿
経
』
の
記
述
を
中
心
に
、
信
心
の
正
因
に
よ
っ
て
往
生
し
て

証
果
を
顕
す
真
報
仏
土
で
あ
る
。

②
そ
の
真
実
報
土
を
「
蓮
華
蔵
世
界
」
「
無
量
光
明
土
」
「
自
然
の
浄
土
L

等
と
述
べ
る
。

③
道
縛
・
善
導
・
法
然
の
釈
か
ら
、
仏
土
を
法
・
報
・
応
・
化
の
四
種
に

分
類
し
、
弥
陀
仏
土
を
報
身
の
土
と
し
た
。

④
三
部
経
や
源
信
の
報
化
ニ
土
説
か
ら
、
弥
陀
報
土
を
更
に
真
土
と
化
土

に
分
立
し
た
。

と
い
っ
た
見
解
を
持
つ
に
至
っ
た
。

第
二
章

真
仏
土
巻
の
構
成

続
い
て
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
弥
陀
仏
土
或
い
は
真
仏
土
巻
の
位
置
に

つ
い
て
把
握
す
る
と
共
に
、
真
仏
土
巻
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
基

準
と
し
て
、
各
巻
の
題
号
や
細
註
が
挙
げ
ら
れ
る
。
坂
東
本
真
仏
土
巻
の
題
号

は
「
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
五
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
浄
土
」
の
語
は
後
に
加
筆

さ
れ
、
化
身
土
巻
で
も
『
浄
土
方
便
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
題
号

の
『
浄
土
」
と
は
「
浄
土
方
便
」
に
対
す
る
『
滞
土
真
実
」
で
あ
り
、
浄
土
の

法
門
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

教
巻
で
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
を
真
実
の
教
と
し
、
浄
土
真
宗
の
法
義
に
つ

親
鵠
聖
人
と
弥
陀
仏
土

い
て
往
相
と
還
相
の
二
種
の
回
向
が
あ
る
こ
と
、
前
者
に
つ
い
て
真
実
の
教
行

信
証
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
『
無
量
寿
経
』
四
十
八
願
の
う
ち
、

第
十
七
願
、
第
十
八
願
、
第
十
一
一
閥
、
第
十
二
・
十
三
願
、
第
十
九
・
二
十
願

が
行
巻
以
下
の
各
巻
に
配
当
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
各
巻
標
挙
に
反
映
さ
れ
主
い
る
。

次
に
、
行
巻
偏
前
の
文
か
ら
真
仏
土
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。
同
釈
で
は
、

凡
そ
審
願
に
就
い
て
真
実
の
行
信
有
り
、
亦
た
方
便
の
行
信
有
り
。
其
の

真
実
の
行
願
は
諸
仏
称
名
の
願
な
り
。
其
の
真
実
の
信
願
は
至
心
信
楽
の

願
な
り
。
斯
れ
乃
ち
選
択
本
願
の
行
信
な
り
。
其
の
機
は
則
ち
一
切
善
悪

大
小
凡
愚
な
り
。
往
生
は
則
ち
難
思
議
往
生
な
り
。
仏
土
は
則
ち
報
仏
報

土
な
り
。
斯
れ
乃
ち
誓
願
不
可
思
議
一
実
真
如
海
な
り
。
大
無
量
寿
経
の

宗
致
、
他
力
真
宗
の
正
意
な
り
。
(
『
定
親
全
』
一
・
八
四
頁
)

と
、
真
実
教
た
る
『
大
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
知
来
の
超
発
し
た
四
十
八
の
審

願
に
つ
い
て
、
真
実
と
方
便
の
行
信
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
真
実
の
行
信
に
つ
い

て
の
願
・
檎
・
往
生
・
仏
土
を
列
挙
す
る
。
真
実
の
行
信
や
識
に
つ
い
て
は
行

巻
・
信
巻
、
往
生
に
つ
い
て
は
証
巻
、
仏
土
に
つ
い
て
は
真
仏
土
巻
に
振
り
分

け
ら
れ
、
各
巻
の
標
挙
・
細
註
に
表
れ
て
い
る
。

行
巻
や
信
巻
で
は
、
真
実
報
土
の
真
困
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
が
多
く
あ
る
。

例
え
ば
、
行
巻
六
字
釈
は
善
導
「
玄
義
分
」
の
六
字
釈
を
承
け
た
も
の
で
あ
る

が
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
四
字
を
「
即
是
其
行
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

即
の
言
は
願
力
を
聞
く
に
由
り
て
報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
魁
の
極
促
を

光

閑

せ

る

な

り

。

(

『

定

親

全

』

一

・

四

九

頁

)

と
言
、
っ
。
ま
た
、
行
巻
両
重
因
縁
釈
で
は
初
重
(
名
号
の
因
・
光
明
の
縁
)
と

八
七



後
重
(
信
心
の
内
因
・
光
明
名
号
の
外
縁
)
の
因
縁
に
よ
っ
て
報
土
真
身
の
果
を

生
ず
る
と
す
句
。
行
一
念
釈
で
は
称
名
破
満
の
因
に
よ
っ
て
、

速
や
か
に
無
量
光
明
土
に
到
り
て
大
般
浬
紫
を
証
す
。

(
『
定
親
全
』
一
・
七
O
頁
}

と
言
う
。
同
様
の
記
述
は
、
一
乗
嘆
徳
や
信
巻
信
楽
釈
、
信
一
念
釈
に
も
見
ら

れ
、
真
仏
土
と
は
信
心
・
光
明
名
号
等
の
内
外
の
因
縁
に
よ
っ
て
速
や
か
に
到

っ
て
大
混
繋
の
証
果
を
得
る
土
、
本
願
に
報
い
た
清
浄
土
で
あ
る
こ
と
が
分
か

守@。
ま
た
、
証
巻
に
は
直
接
其
仏
土
を
顕
す
語
は
示
き
れ
な
い
が
、
既
に
行
巻
・

信
巻
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
真
実
の
行
信
、
機
に
基
づ
き
、
今
度
は
弥
陀
仏
土
に

往
生
し
て
大
浬
擦
を
証
す
る
こ
と
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
。
大
証
釈
で
は
、

然
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
々
の
身
を
示
し
現
し

た

ま

ふ

な

り

。

(

『

定

親

全

』

一

・

一

九

五

頁

)

と
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
に
即
し
て
述
べ
、
続
く
『
無
量
寿
経
』
と
『
如
来
会
』
の

第
十
一
願
及
ぴ
願
成
就
文
以
下
で
は
衆
生
が
往
生
後
に
得
る
無
上
菩
提
の
証
果

に
つ
い
て
顕
す
。
続
く
『
滞
土
論
』
は
『
論
註
』
下
巻
観
察
体
相
章
の
妙
声
功

徳
成
就
・
主
功
徳
成
就
・
轡
属
功
徳
の
連
引
と
大
義
門
功
徳
成
就
、
清
浄
功
徳

成
就
が
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
極
楽
世
界
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
と

そ
の
帯
属
に
つ
い
て
の
引
用
で
、
煩
悩
の
成
就
し
た
凡
夫
が
念
仏
し
て
浄
土
に

生
じ
て
浬
襲
分
を
得
て
教
化
地
に
到
る
の
は
阿
弥
陀
仏
の
普
住
持
カ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
清
掃
功
徳
成
就
文
は
真
仏
土
巻

@
 

『
論
註
』
引
文
第
一
と
共
通
す
る
文
で
あ
る
。
更
に
、
続
く
『
安
楽
集
』
で
は

八
八

『
讃
偏
』
菩
薩
功
徳
の
偏
碩
が
子
引
き
れ
、
終
わ
り
の
四
法
結
釈
も
『
論
註
』

下
巻
の
浄
入
顧
心
章
を
承
け
た
表
現
と
な
っ
て
い
句
白

ま
た
、
遺
相
回
向
釈
は
引
文
が
『
論
註
』
の
み
に
よ
る
構
成
で
あ
る
。
先
ず

『
浄
土
諭
』
義
行
の
出
第
五
門
と
『
諭
註
』
下
巻
起
純
生
信
章
の
回
向
門
の
う

ち
遺
相
に
就
い
て
の
文
を
引
用
し
、
次
に
『
論
註
』
下
巻
・
観
察
体
相
章
不
虚

作
住
持
功
徳
成
就
の
『
即
見
彼
仏
」
か
ら
利
行
満
足
輩
出
第
五
門
の
『
第
五
功

@
 

徳
相
」
ま
で
を
「
一
韓
国
」
で
引
用
す
る
。
浄
入
願
心
章
で
は
、
四
十
八
願
等
の
清

浄
願
心
に
よ
る
荘
雌
で
あ
る
こ
と
、
広
略
相
入
、
二
種
法
身
の
相
即
、
一
一
法
句

@
 

の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
利
行
満
足
章
の
五
果
門
で
は
、
因
位
の
法
蔵
書
瞳
の
・

五
念
門
行
と
呆
位
の
阿
弥
陀
仏
の
自
在
神
力
が
回
向
さ
れ
、
人
出
共
に
阿
弥
陀

仏
の
本
願
力
回
向
に
依
る
も
の
と
し
、
真
仏
土
が
衆
生
が
入
ら
し
め
ら
れ
る
世

界
で
あ
る
と
同
時
に
、
還
相
回
向
の
菩
瞳
の
根
源
で
あ
る
と
捉
え
て
い
拘
。

一
方
、
嘗
顧
中
の
方
便
行
信
に
つ
い
て
行
信
・
機
・
往
生
・
仏
土
を
明
か
す

の
が
化
身
土
巻
で
あ
り
、
三
経
隠
顕
の
終
り
に
は
、
行
巻
備
前
の
文
と
同
じ
構

造
で
方
便
真
門
の
誓
願
に
つ
い
て
の
行
信
・
願
・
檎
・
往
生
・
仏
土
を
挙
げ
て

「
仏
は
即
ち
化
身
な
り
、
土
は
即
ち
疑
城
胎
宮
是
れ
な
り
」
(
『
定
観
全
』
一
・
一
一

九
三
頁
)
と
す
る
。
こ
の
化
身
土
に
つ
い
て
、
真
仏
土
巻
真
仮
対
弁
で
は
、

然
る
に
願
海
に
就
い
て
真
有
り
仮
有
り
。
是
を
以
て
復
た
仏
土
に
つ
い
て

真
有
り
仮
有
り
。
(
中
略
)
既
に
以
て
真
仮
み
な
是
れ
大
悲
の
願
海
に
酬

報
せ
り
。
放
に
知
ん
ぬ
報
仏
土
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。

(
『
定
親
金
』
一
・
二
六
五
l

二
六
六
頁
)

と
述
べ
、
願
海
に
真
仮
が
あ
る
様
に
、
仏
土
に
つ
い
て
も
真
仮
の
別
が
あ
る
こ



と
を
示
し
、
大
悲
の
願
海
に
報
い
た
仏
身
・
仏
土
に
つ
い
て
第
十
八
願
に
報
い

た
真
仏
・
真
土
が
有
る
一
方
で
第
十
九
・
二
十
願
に
報
い
た
化
身
化
土
の
存
在

を
示
し
た
。
更
に
、

ま
こ
と
に
仮
の
仏
土
の
業
困
千
差
な
れ
ば
土
も
復
た
千
差
な
る
べ
し
。
是

れ
を
方
便
化
身
化
土
と
名
づ
く
。
民
仮
を
知
ら
ざ
る
に
由
り
て
、
如
来
広

大
の
恩
穂
を
迷
失
す
。
蕊
れ
に
由
り
て
今
真
仏
真
土
を
顕
す
。

(
『
定
親
全
』
一
・
二
六
六
頁
)

と
し
て
、
仮
の
仏
土
と
し
て
方
便
化
身
土
を
示
し
、
業
困
が
千
差
で
あ
る
た
め

に
土
も
千
差
と
な
る
と
言
い
、
真
仮
の
知
・
不
知
に
よ
る
得
失
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
化
身
土
に
つ
い
て
は
化
身
土
巻
の
冒
頭
に
、

謹
ん
で
化
身
土
を
顕
さ
ば
、
仏
は
無
量
寿
仏
線
経
の
説
の
加
し
、
真
身
観

の
仏
是
れ
な
り
。
土
は
観
経
の
浄
土
是
れ
な
り
、
復
た
普
瞳
慮
胎
経
等
の

説
の
知
し
、
即
ち
慨
慢
界
是
れ
な
り
、
亦
た
大
無
量
寿
経
の
説
の
如
し
、

即
ち
疑
城
胎
宮
是
れ
な
り
。
肯
定
親
全
』
一
・
二
六
九
頁
)

と
言
い
、
真
仮
対
弁
で
示
し
た
方
便
化
身
土
と
は
、
具
体
的
に
は
『
観
経
』
所

説
の
土
、
『
普
瞳
盛
胎
経
』
等
の
悌
慢
界
、
『
大
無
量
寿
経
』
所
説
の
道
場
樹
等

の
荘
般
及
び
疑
城
胎
宮
等
を
指
す
。
「
悌
慢
界
」
に
つ
い
て
は
「
悌
」
に
「
オ

コ
タ
ル
」
、
守
慢
」
に
「
ア
ナ
ト
ル
」
と
左
訓
を
施
し
て
、
迷
失
に
よ
っ
て
生
じ

る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。

続
く
要
門
釈
で
は
、
願
文
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
第
十
九
願
と
『
悲
華
経
』

を
挙
げ
、
こ
の
願
成
就
文
は
『
無
量
寿
経
』
三
輩
段
と
『
観
無
量
寿
経
』
定
散

九
品
の
文
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
更
に
『
無
量
寿
経
』
道
場
樹
の
文
と
胎
化
段
、

親
鳴
聖
人
と
弥
陀
仏
土

善
導
「
定
善
義
」
、
情
興
『
述
文
賛
』
を
経
て
源
信
『
往
生
要
集
』
大
門
第
十

問
答
料
簡
第
二
往
生
階
位
を
引
用
す
る
。
こ
の
引
文
で
は
『
菩
薩
鹿
胎
経
』
の

「
悌
慢
界
」
に
つ
い
て
の
文
を
懐
感
『
群
疑
論
』
で
解
釈
し
、
専
雑
に
よ
っ
て

往
生
す
る
土
が
報
化
に
分
か
れ
る
と
言
い
、
更
に
、

爾
れ
ば
、
夫
れ
楊
厳
の
和
尚
の
解
義
を
按
ず
る
に
、
念
仏
証
拠
門
の
中
に

第
十
八
の
願
は
別
顧
の
中
の
別
願
な
り
と
開
顕
し
た
ま
へ
り
。
観
経
の
定

散
諸
機
は
、
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
と
勧
励
し
た
ま
へ
る
な
り
。
濁
世
の
道

俗
普
く
自
ら
己
れ
が
能
を
思
量
せ
よ
と
、
知
る
べ
し
。

(
『
定
親
全
』
一
・
二
七
五
頁
)

と
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
御
自
釈
を
設
け
、
『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
教
説
を
基

に
、
機
の
能
力
を
考
慮
し
て
第
十
八
願
に
依
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更

に
、
『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
三
心
を
全
通
す
る
中
で
、

然
る
に
二
善
三
一
隅
は
報
土
の
真
因
に
非
ず
。
(
中
略
}
経
に
は
教
我
観
於

清
掃
業
処
と
言
へ
り
。
清
掃
業
処
と
言
ふ
は
則
ち
是
れ
本
願
成
就
の
報
土

な

り

。

(

『

定

親

全

』

-

・

二

七

六

頁

)

と
言
い
、
『
観
経
』
所
税
の
土
も
本
願
に
報
い
た
土
で
あ
る
が
、
定
散
ニ
普
、

世
戒
行
三
福
の
行
は
真
実
報
土
に
入
る
正
岡
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
更

に
、
三
経
隠
顕
で
、
便
往
生
は
胎
生
辺
地
・
双
樹
林
下
往
生
と
し
、
即
往
生
は

報
土
往
生
と
述
べ
た
上
で
、
可
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
な
す
」
と
、
信
巻

に
述
べ
た
こ
と
を
再
説
し
強
調
し
て
い
旬
。

こ
の
よ
う
に
、
真
仏
土
巻
は
前
四
巻
に
対
し
て
教
・
行
・
信
・
誕
の
根
源
で

あ
る
真
仏
土
に
つ
い
て
顕
す
一
方
、
第
六
巻
に
対
し
て
化
身
土
と
の
相
違
を
示

八
九



す
一
巻
で
あ
る
と
言
え
る
。

続
い
て
、
そ
の
真
仏
土
巻
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
真
仏
土
巻
は
、
巻

頭
巻
尾
の
御
自
釈
に
、
経
・
諭
・
釈
の
引
文
が
挟
ま
れ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
御
自
釈
で
は
、
『
大
経
』
や
『
浄
土
論
』
の
句
に
よ
っ
て
真
仏
を
四
種
、

真
土
を
三
種
の
名
目
で
示
し
、
第
十
二
・
十
三
顧
に
報
い
た
土
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
。

真
仏
土
巻
の
引
用
文
は
、
引
文
導
入
語
・
引
文
指
示
語
に
よ
っ
て
分
類
把
握

す
る
事
が
で
き
旬
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
再
検
討
す
る
と
、
①
引
文
導
入
語

三一回
L

「
日
」
コ
否
、
②
引
文
複
合
指
示
語
「
己
上
抄
出
」
「
己
上
抄
要
L

、
③
引

〈
引
文
導
入
語
v

経
三
一
同
」

A

群
v

大
経
群
一

一ニ

他
経
群
一

論
『
日
」

善 曇 天
導鶴親

釈
コ
冨
」

惜
興

〈
構
成
要
素
v

『
無
量
舟
経
』
『
加
来
会
』

『
平
等
覚
経
』

『
大
阿
弥
陀
経
』

『
不
空
調
策
経
』

『
湿
襲
経
』
一
・
二
・
三

『
湿
繋
経
』
四
・
五

『
滞
土
諭
』

『
論
註
』
『
讃
偏
』

『
観
経
疏
』
『
法
事
讃
』

『
述
文
賛
』

九
O 

文
指
示
語
「
巳
上
ヘ
④
引
文
指
示
語
「
抄
出
」
「
略
出
」
「
略
抄
」
、
の
四
段
階

で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
真
仏
土
巻
最
長
の
引
用
で
あ
る
『
混
襲

経
』
に
つ
い
て
は
、
引
文
指
示
諸
に
よ
る
と
五
つ
に
分
類
で
き
る
が
、
前
半
七

文
は
親
鵜
真
筆
の
『
見
聞
集
』
湿
鍵
経
文
(
南
本
系
)
、
後
半
六
文
は
同
じ
く

親
婚
真
筆
の
『
大
般
湿
襲
経
要
文
』
(
北
本
系
)
、
或
い
は
源
信
の
『
往
生
要

集
』
『
一
乗
要
決
』
と
共
通
・
関
連
す
る
文
か
ら
、
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が

で
き
併
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
前
後
の
御

自
釈
を
加
え
た
も
の
が
真
仏
土
巻
の
構
成
と
い
え
る
。

〈
引
文
指
示
語
・
分
類
基
準
v

「
巳
上
」

「
巳
上
」

「
巳
上
」

「
巳
上
」

『
見
聞
集
』
と
の
関
連

『
大
般
浬
襲
経
要
文
』
と
の
関
連

「
巳
上
L

『
巳
上
抄
出
」

「
巳
上
抄
出
L

『
巳
上
抄
要
」



第
三
章

真
仏
土
巻
の
撰
述
と
曇
嬬
引
文

最
後
に
、
親
濡
の
真
仏
土
巻
撰
述
過
程
を
考
察
し
、
そ
の
思
想
の
源
泉
と
変

容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
曇
舗
綱
引
文
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。
坂
東
本

一
.
本
文
執
筆

本
文
加
筆

前
期
筆
跡

五
八
ム
ハ
三
歳
頃

本
文
と
ほ
ぼ
同
時

二
.
改
訂

中
期
筆
跡

後
期
筆
跡

七
O
t七
五
歳
頃

八
O
歳
前
後

書
改

三
.
補
筆

八
四
歳
以
降

一
葉
八
行
書

『
教
行
信
証
』
第
四
冊
真
仏
土
巻
は
、
第
三
冊
証
巻
に
次
い
で
前
期
筆
跡
時
の

様
相
を
残
す
と
さ
れ
、
そ
の
筆
跡
変
遷
に
つ
い
て
は
、
既
に
赤
松
俊
秀
氏
や
重

見
一
行
氏
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
現
状
の
坂
東
本
に
至
る
過
程
な
ど
が
示
さ

れ
て
い
旬
。

頭
註
(
九
・
三
五
・
四
八
・
五
回
・
五
七
・
六
八
)

『
論
註
』
八
字
(
五
三
)

墨
に
よ
る
訂
正
(
六
七
)

『
浬
鍵
経
』
追
加
(
三
八
}

『
浬
襲
経
』
自
筆
書
改
(
=
二

1
三
四
)

『
浬
磐
経
』
他
筆
書
改
(
四
一

i
四
四
)

朱
書
(
五
・
七
五
)

外
題
(
二
、
標
挙
(
二
)

ま
た
、
紙
面
の
上
下
余
白
に
あ
る
矢
印
の
よ
う
な
『
合
点
様
の
記
号
」
な
る

も
の
や
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
「
光
明
中
之
極
明
」
「
諸
悌
中
之
主
也
光
明
中
之

至
極
也
」
等
に
見
ら
れ
る
傍
線
な
ど
に
よ
っ
て
、
坂
東
本
の
訂
正
・
確
認
作
業

の
様
相
や
親
鳴
の
注
意
し
た
箇
所
や
文
書
が
窺
え
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
る
の

が
真
仏
土
巻
に
複
数
確
認
で
き
る
引
文
接
続
部
の
錯
綜
状
況
で
あ
る
。
坂
東
本

真
仏
土
巻
は
主
に
前
期
筆
跡
に
属
す
る
が
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
・
『
不
空
調
索
経
』

閥
、
『
涯
紫
経
』
・
『
浄
土
論
』
問
、
『
論
註
』
・
『
讃
偏
』
問
、
『
讃
備
で
『
玄
義

親
稽
聖
人
と
弥
陀
仏
土

分
L

問
、
『
述
文
賛
』
・
真
仏
土
結
釈
聞
の
各
接
続
部
等
に
大
幅
な
書
改
や
切
り

取
り
、
散
侠
等
の
錯
綜
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

第
一
に
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
・
『
不
空
調
索
経
』
聞
の
切
り
取
り
で
あ
る
。
坂

東
本
真
仏
土
巻
一
四
頁
(
『
真
蹟
』
ニ
・
四
O
八
頁
}
は
、
六
行
書
に
続
く
ニ
行

@
 

分
が
切
り
取
ら
れ
、
次
頁
か
ら
白
紙
で
あ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
最
終
行
に
は

丁
二
文
字
分
の
空
白
が
あ
る
。
赤
松
氏
は
、
『
不
空
縞
索
経
』
の
新
規
引
用
に

よ
る
『
浬
繋
経
』
始
文
の
切
り
取
り
で
は
な
く
、
現
一
六
頁
の
「
不
空
調
索
」

九



以
下
五
行
を
残
存
す
る
た
め
に
、
一
四
頁
最
後
の
二
行
、
袋
綴
一
枚
の
表
面
八

行
、
二
ハ
頁
三
行
の
計
十
三
行
が
切
り
取
ら
れ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

字
数
で
い
え
ば
周
辺
の
頁
に
合
わ
せ
て
一
行
十
五
字
と
す
る
と
、
一
九
五
字
程

が
削
除
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
当
初
は
『
無
量
寿
経
』
の
諸
本
・
註
釈
書
類
が
続

く
か
或
い
は
御
自
釈
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
に
、
『
浬
鍵
経
』
・
『
浄
土
論
』
聞
は
、
『
浬
鑓
経
』
引
文
後
半
の
仏
性
に

関
す
る
文
の
改
訂
・
書
改
で
、
三
八
頁
の
貼
紙
に
よ
る
追
加
と
、
計
四
枚
分
の

@
 

書
改
が
こ
れ
に
当
た
る
。
赤
松
氏
は
、
坂
東
本
真
仏
土
巻
三

7
三
四
頁
(
『
真

蹟
』
二
・
四
二
五
'
四
二
八
頁
)
に
つ
い
て
、
信
巻
宿
紙
部
分
と
同
時
期
か
そ
れ

よ
り
早
い
時
期
の
親
鶴
自
身
の
筆
致
で
あ
る
と
し
、
一
行
当
た
り
の
字
数
が
多

い
こ
と
か
ら
三
五
z
六
字
の
『
浬
繋
経
』
文
の
挿
入
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

三
八
頁
(
『
真
蹟
』
二
・
四
三
二
頁
)
の
貼
紙
は
三
一
ム
ニ
四
頁
に
近
い
筆
致
と

認
定
し
、
四
了
四
回
頁
の
書
改
部
分
は
引
用
文
の
逸
脱
あ
る
い
は
料
紙
の
破

損
に
よ
っ
て
行
巻
一
一
丁
一
一
二
頁
(
『
真
蹟
』
一
・
=
二
E

一
二
ニ
頁
}
と

同
様
に
細
書
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
に
弟
子
に
依
頼
し
て
四
頁
分
に
ま
と
め
た

他
筆
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当
所
は
、
尊
連
書
写
前
の
三
八
頁
貼
紙
追
加
に

よ
っ
て
本
文
が
確
定
し
、
後
の
専
信
本
書
写
の
前
に
貼
紙
等
に
よ
る
雑
多
な
状

況
に
つ
い
て
、
体
裁
よ
く
繋
ぐ
為
に
修
正
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、

書
改
の
最
終
行
で
あ
る
坂
東
本
四
回
頁
(
『
真
蹟
』
二
・
四
三
八
頁
)
第
八
行
の

『
浄
土
論
』
が
二
十
字
と
周
辺
の
行
と
比
べ
て
著
し
く
字
数
が
多
い
。

第
三
に
、
前
期
筆
跡
の
『
論
註
』
・
『
讃
偶
』
間
の
接
続
部
で
あ
る
。
以
下
三

点
が
坂
東
本
の
書
誌
的
特
徴
で
あ
る
。

九

①
『
論
註
』
最
後
の
八
字
「
不
差
故
日
成
就
伊
は
、
袋
綴
を
切
り
開
い

た
左
裏
面
(
『
真
蹟
』
二
・
四
四
七
頁
)
に
存
在
し
、
教
行
寺
本
で
は
袋

線
の
裏
面
に
直
接
記
入
さ
れ
る
。
大
正
期
修
復
時
に
袋
綴
が
切
り
開
か

れ
た
可
能
性
が
高
明

②
『
讃
偏
』
初
め
の
二
十
五
字
「
讃
阿
弥
陀
仏
偏
日
曇
轡
和
尚
造
商
無
阿

弥
陀
仏
釈
名
無
量
寿
傍
経
L

が
欠
落
し
て
い
る
。
江
戸
期
模
写
本
五
本

共
に
二
十
五
字
を
欠
く
が
、
専
修
寺
本
・
西
本
願
寺
本
は
本
文
中
に
記

載
す
る
。
坂
東
本
五
四
頁
(
『
真
蹟
』
二
・
四
四
八
頁
}
の
頭
註
「
錨
調
和

尚
造
也
」
は
二
行
程
度
の
大
き
き
の
貼
紙
の
存
在
を
示
唆
す
る
。

③
坂
東
本
五
四
頁
本
文
は
寸
時
一
均
一
?
の
割
字
で
始
ま
り
、
右
端
の
折
り

返
し
部
分
に
墨
書
が
あ
る
。

当
所
は
、
前
期
筆
跡
に
よ
る
草
稿
脱
稿
後
か
ら
親
矯
七
五
識
時
の
尊
蓮
書
写

ま
で
に
複
数
筒
所
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
が
、
『
浬
襲
経
』
・
『
棒
土
論
』
聞
の
様

な
書
改
は
な
さ
れ
ず
、
そ
の
結
果
敢
逸
等
の
錯
綜
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
向
、

専
修
寺
本
で
は
『
讃
偶
』
初
め
の
三
十
一
宇
に
つ
い
て
ニ
行
分
で
示
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
貼
紙
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
前
期
筆
跡
時
の
『
讃
偏
』
・
「
玄
義
分
」
聞
の
接
続
部
は
、
『
讃
偏
』

引
用
終
了
か
ら
「
玄
義
分
」
ま
で
を
切
り
取
っ
て
固
と
線
で
指
示
し
、
「
玄
義

@
 

分
L

一
頁
目
を
折
り
返
し
て
い
る
。
『
讃
備
』
最
後
の
引
文
指
示
語
「
巳
上
略

抄
」
か
ら
釈
書
に
移
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
報
土
の
名
目
を
初
め
て

出
し
た
道
縛
『
安
楽
集
』
の
三
身
三
土
義
の
文
等
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
善
導
の
報
身
報
土
説
に
は
、
道
縛
の
挙
げ
た
『
大
乗
同
性



経
』
に
加
え
て
、
『
大
経
』
の
第
十
八
願
意
が
論
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、

道
縛
『
安
楽
集
』
の
意
が
こ
こ
に
包
含
さ
れ
て
、
善
導
の
『
玄
義
分
』
が
採
用

さ
れ
た
。

第
五
に
、
坂
東
本
真
仏
土
巻
六
九
'
七
一
頁
の
切
り
開
き
と
裏
面
へ
の
『
述

文
賛
』
記
入
、
及
ぴ
『
述
文
賛
』
と
真
仏
土
結
釈
の
接
続
部
で
あ
句
。
赤
松
氏

は
、
当
初
は
六
九
頁
五
行
・
七
一
頁
最
後
の
ニ
行
分
・
七
二
頁
が
接
続
し
て
い

た
が
、
『
述
文
賛
』
十
行
ニ

O
三
字
の
書
入
れ
の
た
め
に
添
削
作
業
が
施
さ
れ

た
と
す
る
。
ま
た
、
平
成
版
影
印
本
の
解
説
で
は
、
坂
東
本
真
仏
土
巻
六
九
頁

と
七
一
頁
の
末
尾
二
行
を
半
葉
と
し
、
七
二
貰
を
半
葉
と
す
る
一
紙
か
ら
な
る

元
袋
綴
じ
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
前
半
薬
の
う
ち
第
六
行
目
と
七
行
目
の
五
文

@
 

字
分
相
当
分
を
切
り
取
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
字
数
で
い
え
ば
、
坂
東
本
七

一
頁
に
示
さ
れ
た
普
導
『
法
事
讃
』
の
最
後
「
号
回
無
上
湿
蝶
」
六
字
と
、

『
法
事
讃
』
原
文
で
統
く
「
国
土
則
広
大
荘
厳
循
満
自
然
衆
宝
」
(
『
真
聖
全
』

一
・
六
一
五
頁
)
の
十
三
字
、
「
舵
…
批
」
が
一
文
字
分
、
真
仏
土
結
釈
初
め
の

『
爾
者
」
一
一
字
の
計
二
十
二
字
が
こ
れ
が
相
当
す
る
と
推
察
で
き
、
『
述
文
賛
』

を
こ
こ
に
挿
入
す
る
た
め
に
、
削
除
・
改
訂
を
加
え
て
現
在
の
よ
う
な
状
態
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
坂
東
本
に
お
け
る
書
誌
的
問
題
点
と
引
文
接
続
部
の
錯
綜
状
況
を
検

討
し
た
結
果
、
前
期
筆
跡
の
本
文
執
筆
直
後
に
特
に
『
讃
偶
』
『
述
文
賛
』
を

中
心
に
大
幅
な
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
、
草
蓮
書
写
前
の
中
期
筆
跡
に
依
る
改
訂

で
本
文
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
こ
と
、
後
期
筆
跡
に
よ
っ
て
『
浬
鍵
経
』
後
半
の
仏

性
部
分
が
清
書
し
直
さ
れ
、
真
仏
本
転
写
の
八
三
歳
頃
に
は
現
在
の
様
な
形
態

親
揖
聖
人
と
弥
陀
仏
土

に
落
ち
着
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
八
四
l

八
五
歳
時
の
一
頁
・
外
題
と

二
頁
・
標
挙
は
「
釈
蓮
位
」
に
預
け
る
前
の
坂
東
本
真
仏
土
巻
の
完
成
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
前
期
筆
跡
時
か
、
そ
れ
に
近
接
し
た
時
期
に
お
け
る
添
削
作
業

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
坂
東
本
真
仏
土
巻
に
お
け
る
切
り
取
り
箇

所
は
、
引
文
前
後
の
御
自
釈
に
お
け
る
其
仏
・
真
土
の
釈
に
応
じ
た
主
題
の
転

換
点
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
前
述
の
様
に
、
真
仏
土
巻
御
自
釈
で
は
真
仏

に
四
種
、
真
土
に
三
種
の
名
目
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
を
基
に
、
真
仏
土

巻
御
自
釈
に
お
け
る
真
仏
・
真
土
の
別
に
着
目
し
て
引
文
の
分
類
に
再
検
討
を

加
え
、
引
文
毎
の
役
割
を
体
系
的
に
捉
え
直
す
中
に
論
部
及
ぴ
品
働
組
綱
引
文
の
位

置
付
け
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
真
仏
は
、
真
仏
土
釈
の
「
不
可
思
議
光
如
来
」
は
『
加
来
会
』
の

『
不
可
思
議
光
」
や
『
讃
偶
』
後
半
の
「
南
元
不
可
思
議
光
」
、
真
仮
対
弁
『
無

量
寿
経
』
の
「
無
辺
光
仏
無
暁
光
仏
」
は
真
仏
土
巻
『
無
量
寿
経
』
引
文
第
二

の
第
十
二
願
成
就
文
、
更
に
『
加
来
会
』
『
讃
偶
』
『
述
文
賛
』
に
十
二
光
・
十

五
光
讃
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
閉
じ
く
「
諸
仏
中
之
王
也
光
明
中
之
極
尊
也
」

は
真
仏
土
巻
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
引
用
す
る
文
の
一
部
、
同
じ
く
『
浄
土
論
』

の
「
帰
命
尽
十
方
無
礎
光
知
来
」
は
真
仏
土
巻
『
浄
土
論
』
中
の
語
で
あ
る
。

次
に
、
真
土
は
、
真
仏
土
釈
・
真
仮
対
弁
の
寸
無
量
光
明
土
」
は
真
仏
土
巻

『
平
等
覚
経
』
引
文
、
真
仮
対
弁
の
「
諸
智
土
」
は
信
巻
大
信
釈
本
願
成
就
文

『
加
来
会
』
引
文
第
四
、
『
究
寛
知
虚
空
広
大
無
辺
際
L

は
真
仏
土
巻
『
浄
土

論
』
中
の
語
で
あ
る
。

九



ま
た
、
他
経
や
善
導
引
文
に
つ
い
て
も
、
真
仏
土
結
釈
と
の
連
絡
関
係
が
あ

る
。
『
不
空
調
索
経
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
平
等
覚
経
』
に
続
く
仏
土
名
の

入
要
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
『
湿
鍵
経
』
に
つ
い
て
は
善
導
と
関
連
し
て
い
る
。

真
仏
土
結
釈
は
坂
東
本
の
当
初
は
善
導
の
文
に
藍
按
接
続
し
て
お
り
、
真
仏
土

結
釈
に
は
『
湿
繋
経
』
二
文
と
、
そ
れ
に
続
い
て
烏
鳴
撰
と
さ
れ
る
『
起
信

論
』
(
実
際
は
飛
錫
『
念
仏
三
昧
宝
玉
論
』
の
文
)
が
御
自
釈
内
引
文
に
近
い
役

割
で
引
用
さ
れ
る
。
「
加
来
真
説
宗
師
鰐
義
」
に
よ
る
と
安
養
浄
剃
は
其
の
報

仏
土
で
あ
り
、
感
染
凡
夫
は
煩
悩
に
よ
っ
て
仏
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

本
願
力
団
向
に
よ
っ
て
安
楽
仏
国
に
至
っ
て
必
ず
仏
性
を
見
る
こ
と
を
、
『
浬

繋
経
』
引
用
後
半
部
の
衆
生
仏
性
の
引
用
が
裏
付
け
す
る
役
割
を
持
つ
。
-
方
、

普
導
に
つ
い
て
は
、
宙
開
仏
土
結
釈
の
よ
う
に
安
養
浄
剃
真
報
土
に
つ
い
て
の
引

用
で
あ
る
。
前
半
は
『
無
量
舟
経
』
第
十
八
願
を
中
心
に
弥
陀
報
仏
報
土
と
凡

夫
人
報
を
証
明
し
て
お
り
、
『
浄
土
諭
』
『
論
註
』
か
ら
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

後
半
は
弥
陀
仏
土
を
「
無
為
湿
襲
界
」
と
称
し
「
弥
陀
妙
果
号
日
無
上
湿
襲
L

と
示
し
た
も
の
で
、
混
績
の
徳
を
示
し
た
『
浬
擦
経
』
前
半
と
関
連
す
る
。
ま

た
、
当
初
は
普
導
『
法
事
讃
』
と
真
仏
土
結
釈
が
迫
統
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
、
善
導
引
文
は
主
に
真
土
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
湿
繋
経
』
と
善
導
に
つ
い
て
は
、
『
加
来
L

や
「
報
身
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
仏

身
に
つ
い
て
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
善
導
が
「
極
楽
無
為
混
襲
界
」
と
す
る

様
に
、
主
に
真
土
に
つ
い
て
の
引
用
で
あ
り
、
往
生
後
に
湿
鍵
の
徳
を
受
け
る

土
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

尚
、
坂
東
本
に
お
け
る
『
平
等
覚
経
』
と
前
後
の
引
文
と
の
接
続
状
況
に
つ

九
四

い
て
は
、
『
不
空
調
索
経
』
の
引
用
も
含
め
た
更
な
る
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

し
か
し
、
親
駕
は
坂
東
本
執
筆
に
当
た
っ
て
、
当
初
は
御
自
釈
の
様
に
真
仏
と

真
土
に
大
別
し
て
真
仏
土
に
つ
い
て
構
想
し
引
文
を
蒐
集
し
た
も
の
の
、
本
文

執
筆
時
或
い
は
そ
れ
に
近
接
し
た
早
い
時
期
に
経
・
論
・
釈
の
順
に
配
列
す
る

構
成
に
変
更
し
た
。
こ
う
し
て
仏
・
菩
薩
・
凡
夫
と
段
階
を
踏
ん
で
最
後
の
御

自
釈
ま
で
繋
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
願
力
の
回
向
に
よ
っ
て
真
土
に
到
り
仏
性

を
得
見
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
真

仏
・
真
土
の
諭
.
証
を
進
め
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

同
様
に
、
論
部
に
お
い
て
も
真
仮
対
弁
に
示
さ
れ
る
『
樺
土
諭
』
の
語
を
中

心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
真
仏

J
帰
命
尽
十
方
無
礎
光
如
来
」
は
『
讃
偏
』
の

十
二
光
績
、
真
土
『
究
寛
如
虚
空
広
大
無
辺
際
L

は
『
棒
土
論
』
の
偏
文
或
い

は
『
論
註
』
の
清
浄
功
徳
文
に
連
絡
し
う
る
。
『
論
註
』
第
一
清
浄
功
徳
成
就

文
は
『
註
論
日
L

と
導
入
さ
れ
る
が
、
残
り
の
五
文
は
「
云
」
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
、
清
静
功
徳
及
ぴ
量
功
徳
を
真
仏
土
の
本
質
と
し
、

そ
の
内
実
と
し
て
法
蔵
菩
躍
の
本
願
力
と
阿
弥
陀
如
来
の
普
住
持
力
の
両
者
が

相
府
す
る
土
で
、
三
界
を
勝
過
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
曇

鳴
が
総
相
と
み
な
し
た
清
浄
功
徳
を
中
心
に
、
以
下
五
文
を
束
ね
る
構
造
で
真

土
に
つ
い
て
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
五
文
は
、
因
位
の
法
蔵
菩
薩
の
清

掃
た
る
四
十
八
顧
の
所
成
と
果
位
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
の
所
摂
の
土
で

あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
、
国
土
荘
厳
の
具
体
的
な
相
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
た
。



結

論

親
舗
網
の
弥
陀
仏
土
理
解
の
背
景
と
し
て
は
、
道
陣
・
善
導
系
の
弥
陀
報
土
説

と
凡
夫
人
報
説
、
更
に
源
信
の
報
化
二
土
と
仏
性
に
つ
い
て
の
継
承
が
あ
り
、

『
無
量
寿
経
』
所
説
の
特
に
第
十
八
願
や
胎
化
段
に
注
目
し
た
釈
義
を
髄
承
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
に
先
立
つ
『
論
註
』
は
、
『
無
量
寿
経
』
法
蔵

発
願
を
基
に
『
浄
土
論
』
を
註
釈
し
た
も
の
と
し
て
、
『
讃
偽
』
は
『
無
量
寿

経
』
を
讃
嘆
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
菩
薩
の
論
書
或
い
は
傍
経
に
高
め

て
扱
わ
れ
た
。

真
実
五
巻
を
締
め
括
る
真
仏
土
巻
は
、
教
行
信
証
の
根
源
で
あ
る
真
仏
土
を

示
す
一
方
、
化
身
土
と
対
置
し
て
示
さ
れ
る
。
速
い
惑
う
者
に
真
実
の
因
果
を

知
ら
せ
る
た
め
に
顕
し
た
の
が
真
仏
土
巻
で
あ
っ
た
。
そ
の
真
仏
土
巻
は
、
坂

東
本
の
切
り
取
り
・
書
き
改
め
箇
所
の
検
討
に
よ
っ
て
、
執
筆
当
所
は
第
十
二

光
明
無
量
と
第
十
三
寿
命
無
量
の
両
願
に
報
い
た
真
仏
・
真
土
の
別
に
体
系
化

し
て
引
文
を
集
め
て
配
置
さ
れ
た
が
、
本
文
執
筆
時
、
或
い
は
そ
れ
に
極
め
て

近
い
時
期
に
経
・
論
・
釈
の
順
に
配
し
直
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
真
仏
土
の
根

源
か
ら
次
第
に
流
れ
出
る
よ
う
な
説
示
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
真
仏

土
巻
に
お
け
る
曇
縛
引
文
は
、
御
自
釈
に
示
さ
れ
る
『
浄
土
論
』
の
偶
文
を
基

点
と
し
て
、
『
論
註
』
は
真
土
に
つ
い
て
、
『
讃
備
』
は
真
仏
に
つ
い
て
明
か
す

も
の
で
あ
っ
た
。
真
土
に
つ
い
て
の
『
論
註
』
は
、
清
掃
功
徳
成
就
を
「
註
論

日
」
と
引
用
し
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
以
下
「
云
」
と
す
る
五
文
を
束
ね
る
こ

と
で
、
真
仏
土
の
成
立
基
盤
と
そ
の
成
就
相
と
徳
用
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

親
甥
聖
人
と
弥
陀
仏
土

こ
の
よ
う
に
、
親
鷲
は
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
真
仏
土
巻
の
執
筆
に
当
た
っ

て
、
一
日
一
は
真
仏
・
真
土
の
別
に
引
文
を
集
め
な
が
ら
、
執
筆
時
に
極
め
て
近

い
時
期
に
大
胆
な
切
り
取
り
・
削
除
な
ど
の
添
削
作
業
を
通
し
て
経
・
論
・
釈

順
に
並
べ
直
す
こ
と
で
真
仏
土
の
展
開
を
明
ら
か
に
示
し
た
。
そ
の
論
部
に
曇

鷲
引
文
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
『
浄
土
論
』
の
滑
棒
・
量
功
徳
の
偶
文
か
ら
、

先
ず
仏
土
の
清
浄
性
が
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
以
下
性
功
徳
文
か
ら
不

虚
作
住
持
功
徳
文
に
か
け
て
、
法
蔵
図
位
の
本
願
力
と
弥
陀
果
位
の
不
可
思
議

力
が
相
府
し
、
三
界
を
超
越
し
た
、
広
大
無
辺
際
の
真
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す

た
め
に
曇
鳴
引
文
を
連
引
し
た
と
い
え
る
。

註①
『
大
正
臓
』
一
ニ
・
ニ
七
二
中
t
下。

②
『
大
正
蔵
』
一
ニ
・
二
七
八
上
1

中。

③
『
大
正
蔵
』
四
0
・
八
四
二
下
l
八
四
三
上
。

④
『
大
正
蔵
』
四
0
・
八
四
三
中
。

⑤
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
で
は
安
楽
園
の
三
界
不
摂
、
器
世
間
と
衆
生
世
間
の
二

種
清
掃
に
よ
る
棒
土
が
示
さ
れ
る
(
『
大
正
蔵
』
四
七
・
一
上
'
中
)
。

⑥
神
子
上
恵
飽
著
『
弥
陀
身
土
思
想
展
開
史
論
』
=
二
四
l
三
二
七
頁
、
山
本
仏

骨
著
『
道
紳
教
学
の
研
究
』
三
-
五
1

三
二
八
頁
。

⑦
『
真
聖
全
』
-
・
三
八
二
l
三
八
五
頁
。

⑧
『
真
聖
全
』
一
・
四
八
七
頁
。

⑨
『
真
聖
全
』
一
・
五
九
二
、
五
九
七
頁
。

⑪
『
真
聖
全
』
一
・
八
八
九
頁
。

。
『
真
聖
全
』
一
・
八
九
八
頁
。

⑫
『
昭
法
全
』
=
二
八
l
=
二
九
頁
。

⑬
『
真
聖
全
』
二
・
四
一
子
四
四
頁
。

九
五



@
『
棒
土
和
讃
』
五
八
・
六
七
・
七
一
言
真
聖
全
』
二
・
四
九
二
'
四
九
三
頁
)
。

⑮
『
棒
土
和
讃
』
七
三
・
八
0

2
真
聖
金
』
ニ
・
四
九
四
'
四
九
五
頁
)
。

⑬
『
棒
土
和
讃
』
八
七
・
九

0
・
九
二
・
九
三
{
『
真
聖
全
』
二
・
四
九
六
l

四
九

七
頁
}
。

⑫
『
真
聖
金
』
二
・
五
八
O
頁。

⑬
『
真
聖
全
』
二
・
一
四
四
ー
一
四
六
頁
。

⑮
『
高
僧
和
讃
』
一
二
・
一
六
・
ニ

O
A『
其
霊
全
』
ニ
・
五
O
ニ
'
五
O
三
頁
}
。

@
『
高
僧
和
讃
』
二
五
・
四
三
・
四
五
(
『
真
聖
全
』
ニ
・
五

O
四
頁
、
『
岡
』
五

O
六
頁
)
。

@
『
高
僧
和
讃
』
七
二
・
七
六
・
八
二
(
『
真
聖
金
』
二
・
五
O
九
1
五一

O
頁)。

@
『
高
僧
和
讃
』
九

0
・
九
三
・
九
六
・
九
七
(
『
真
聖
全
』
ニ
・
五
一
一
1

五
一

二
頁
)
。

@
『
真
聖
全
」
二
・
六
三
O
頁。

@
『
真
聖
金
』
二
・
六
六
八
頁
.

@
『
愚
禿
紗
』
(
『
典
型
金
』
ニ
・
四
五
八
頁
)
、
『
末
灯
勧
』
第
八
通
(
『
真
聖
全
』

一
一
・
六
六
八
頁
)
参
照
。

@
『
真
聖
全
』
ニ
・
五
五
一
頁
、
五
五
六
頁
、
五
五
八
頁
。

@
『
真
聖
全
』
ニ
・
四
五
九
頁
.

@
『
定
親
全
』
一
・
六
八
頁
。

@
『
定
親
全
』
一
・
一
九
八
'
一
九
九
頁
。

@
『
定
親
全
』
一
・
ニ

o-頁。

@
『
定
親
全
』
一
・
ニ

0
7二
O
ニ
頁
。

@
『
定
親
全
』
一
・
ニ

O
九
l

一
二
三
頁
。

@
『
定
親
全
』
一
・
ニ
二

O
'二
二
三
頁
。

@
『
定
親
全
』
一
・
二
八
八
頁
。

@
引
文
指
示
語
等
に
よ
る
分
類
は
、
鳥
越
正
道
著
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元

研
究
』
、
藤
場
俊
基
著
『
親
鳴
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
凹
|
証
・
真
仏
土
巻
|

浄
土
教
は
仏
教
で
あ
る
か
否
か
』
、
武
田
晋
氏
ョ
真
仏
土
巻
」
の
構
造
に
つ
い
て

l
書
誌
的
視
点
と
報
仏
土
の
開
顕
を
中
心
と
し
て

l
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四

九
六

七
一
号
)
参
照
。

@
貌
鵠
と
『
湿
襲
経
』
の
関
連
を
示
し
た
論
考
に
、
重
見
一
行
著
『
教
行
信
証
の

研
究
ー
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
l
』
一
四
七
ー
一
六
五
頁
や
、
土
橋
秀

高
氏
「
親
鳴
聖
人
と
湿
鍵
経
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
六
五
・
三
六
六
号
}
、

岡
『
親
鳴
聖
人
の
湿
錦
経
観
」
(
『
真
宗
研
究
』
第
五
号
)
、
林
智
康
氏
「
親
鳴
の

湿
鍵
経
観
」
(
『
印
仏
研
』
第
一
=
号
第
二
巻
)
、
岡
「
親
鳴
と
湿
紫
経
|
肉
食
妻

帯
に
関
し
て
|
」
(
『
印
仏
研
』
第
二
二
号
第
二
巻
}
、
吉
田
線
氏
『
宗
祖
と
『
浬

襲
経
』

l
『
教
行
信
証
』
と
『
大
般
湿
襲
経
要
文
』
、
『
見
聞
集
』
と
の
関
係
に
つ

い
て

l
』
(
『
宗
学
院
紀
要
』
第
五
号
て
同
『
宗
祖
の
『
湿
鍛
経
』
依
用
の
態
度

l
源
信
の
コ
乗
要
決
』
と
比
し
て
|
」
(
『
真
宗
研
究
』
第
四
三
号
}
等
が
あ
る
。

@
赤
松
俊
秀
氏
『
教
行
信
証
の
成
立
と
改
訂
に
つ
い
て
L

(

『
親
橋
聖
人
真
蹟
国

宝
顕
棒
土
真
実
教
行
証
文
類
影
印
本
解
説
』
所
収
)
一
三
，
一
六
頁
、
重
見
一
行

著
『
教
行
信
証
の
研
究
ー
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
l
』
六
了
六
回
頁
、

二
一
三
ハ
t
二
四
O
頁
、
=
二
回
去
二
七
頁
、
三
二
九
ム
ニ
三
二
頁
参
照
。
肉
、
指

弧
内
数
字
低
『
増
補
版
親
縛
聖
人
真
蹟
集
成
』
(
以
下
、
『
真
蹟
』
と
略
す
}
第
二

巻
各
頁
の
柱
に
記
さ
れ
た
板
東
本
真
仏
土
巻
の
頁
数
で
あ
る
。

@
教
行
寺
本
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
九
十
一
宇
が
化
身
土
巻
末
『
日
蔵
経
』
巻
第

九
念
仏
三
昧
品
中
に
押
入
さ
れ
、
東
本
願
寺
本
で
は
化
身
土
巻
末
後
序
に
掃
入
さ

れ
て
い
る
{
重
見
一
行
者
『
教
行
信
証
の
研
究
ー
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考

察
!
』
七
了
七
九
頁
、
鳥
越
正
道
著
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』
七

九
頁
)
。

@
『
真
績
』
ニ
・
四
三
五
l

四
三
八
頁
。

@
坂
東
本
江
戸
期
臨
写
本
五
本
は
、
共
通
し
て
『
真
蹟
』
ニ
・
四
四
五
頁
と
四
四

八
頁
を
一
一
紙
と
す
る
袋
綴
で
、
教
行
寺
本
以
外
は
『
論
註
』
引
用
最
後
の
八
字
の

記
述
が
な
い
。
{
鳥
越
正
道
著
『
最
鋳
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』
五
O
頁)。

@
『
真
蹟
』
ニ
・
四
五
一
ー
四
五
四
頁
。
『
讃
偏
』
「
徳
著
大
小
L

以
下
の
真
仏
土
巻

五
八
頁
分
は
、
教
行
寺
本
で
は
化
身
土
巻
末
『
日
議
経
』
巻
第
十
麓
塔
品
第
十
三

の
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
、
東
本
顕
寺
本
で
は
化
身
土
巻
末
後
序
中
に
挿
入
さ
れ
て

い
る
(
重
見
一
行
箸
『
教
行
信
証
の
研
究
ー
そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察



l
』
七
一
l

七
九
頁
、
鳥
越
正
道
若
『
最
終
稿
本
教
行
信
誕
の
復
元
研
究
』
七
九

頁)。

@
『
真
蹴
』
ニ
・
四
六
三
'
四
六
六
頁
。

@
『
顕
静
土
真
実
教
行
証
文
類
(
坂
東
本
)
膨
印
本
解
説
』
四
二
頁
。

親
欝
聖
人
と
弥
陀
仏
土

九
七




